令和３年度千葉県科学技術功労者表彰
受賞候補者募集の御案内

　県では、科学技術の普及・奨励を図り、科学技術水準の向上、産業の発展等に資するため、科学技術の振興に関し顕著な功績を挙げた方を千葉県科学技術功労者として表彰しておりますが、この度令和３年度受賞候補者の募集を行うこととしました。

　つきましては、別添の千葉県科学技術功労者表彰実施要領をご参照の上、ご応募下さるようお願いします。

　なお、ご応募に際しては推薦団体（千葉県の市町村，商工会議所，商工会等）の推薦が必要となりますので、ご了承下さい。

１　提出書類

(1)　推薦書
１部

（千葉県の市町村，商工会議所，商工会などの推薦機関による推薦書)

(2)  候補者調査書
６部

(3)  候補者調査書抄録
６部

(4)　履歴書
６部

(5)  その他参考となる資料（主な特許公報、研究論文等）
６部

(6)　戸籍抄本（写しは不可）
１部

(書類は可能な限りＡ４判で作成してください。）

２　募集期間　

　　令和３年１月２２日（金）まで

３　被推薦者数　原則として１事業所につき１名

４　お問い合わせ・提出先

千葉県商工労働部産業振興課産業技術班　担当　関口
〒260-8667　千葉市中央区市場町1-1

TEL 043-223-2718　　　FAX 043-222-4555

E-mail　sangyo-c@mz.pref.chiba.lg.jp
千葉県科学技術功労者表彰実施要領
第１　趣旨

この要領は、科学技術の振興に関し、顕著な功績を挙げた者を千葉県科学技術功労者として表彰することにより、科学技術の普及、奨励を図り、もって科学技術水準の向上に資するため、千葉県表彰規則及び千葉県表彰事務取扱要綱に基づき必要な事項を定める。

第２　対象

１　知事は、次の(１)から(４)のいずれかに該当する者であって、その功績が顕著であり、原則として２０年以上にわたり科学技術の振興に寄与し、科学技術の進歩、産業の発展、文化の向上、その他県民の福祉の増進に貢献した者を、科学技術功労者として表彰する。

　　ただし、(４)に該当する者については、この限りでない

（１）科学技術上の進歩、発展に関し、多年にわたり発明又は研究を行い、成果を挙げた者

（２）優秀な国産技術の育成、実施に貢献した者

（３）科学技術の普及、啓発又は発明の奨励に貢献した者

（４）科学技術上特に優れた発明又は研究を行った者

２　１に該当する者であっても、次の(１)から(７)のいずれかに該当する者は、原則として表彰しないものとする。
（１）県内に所在しない事業所等に勤務する者又は経営する主たる事業所　等を県内に有しない者
（２）過去において当該表彰を受けた者
（３）同一の業績により、科学技術に関する国家表彰等を受けた者
（４）主たる発明又はその関連発明について係争中の者
（５）千葉県職員である者
（６）公共試験研究機関及び大学に勤務する者
（７）その他表彰することが不適当であると認められる者
第３　推薦手続

１　市町村長及び２に定める推薦団体の代表者は、第２ １ (１)から(４)のいずれかに該当する者があるときは、推薦書（別記第１号様式）に次の(１)から(５)に掲げる書類を添付して知事へ推薦することができる。

（１）候補者調査書（別記第２号様式）

（２）候補者調査書抄録（別記第３号様式）

（３）履歴書（知事表彰等推薦手続きにおける提出書類について（平成１　　９年６月２９日付け総第２１６号）様式３)

（４）戸籍抄本

（５）主要な特許公報、研究論文、その他参考となる資料

２　推薦団体とは、千葉県商工会議所連合会、千葉県商工会連合会、千葉県中小企業団体中央会、公益財団法人千葉県産業振興センター等の団体をいう。

３　被推薦者は１事業所等につき１名とする。ただし、第２ １（４）に該当する場合は、この限りではない。
第４　被表彰者の決定

知事は、第３の規定により推薦書の提出があったときは、別に定める千葉県科学技術功労者表彰選考委員会に諮り、被表彰者を決定する。
第５　表彰
表彰は、表彰状の授与をもって行う。また表彰は、毎年、科学技術週間中に行うものとする。

附則

この要領は、平成２０年１０月１日から施行する。

第１号様式

千葉県科学技術功労者推薦書
年　　月　　日　

　千葉県知事　　　　　　　　　様

推 薦 者
所　　在

名　　称

代表者名　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　 eq \o\ad(下記の者を科学技術功労者表彰受賞候補者として推薦します。,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
記

　　　　氏　　名

　　　　住　　所

　　　　 eq \o\ad(会社名,　　　　　　　　)
第２号様式

候補者調査書
年　　　月　　　日
１　候補者

（１） 氏　　名

（２） 生年月日

（３） 本 籍 地

（４） 現 住 所

２　候補者の所属する会社・公益法人等

（１） 名　　称
（２） 所 在 地

（３） 業務内容

　

　３　候補者の勤務上の地位

　４　業績内容

　５　実績

　６　人格・信用状況



 eq \o\ad(候補者調査書記載要領,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　

１　 eq \o\ad(候補者,　　　　　　　　)
　(1) 氏　　名　　戸籍と同一文字を使用し、必ずふりがなをつけること。

　(2) 生年月日　　昭和〇〇年〇〇月〇〇日

　(3) 所 在 地　　〇〇県〇〇市〇〇町〇番地

　(4) 現 住 所　　〇〇県〇〇市〇〇町〇番地の１

２　候補者の所属する会社、公益法人等

　(1) 名　　称　　〇〇〇株式会社

　(2) 所 在 地　　〇〇県〇〇市〇〇町〇番地の２

　(3) 業務内容　　〇〇〇の製造

３　候補者の勤務上の地位

　　〇〇〇株式会社取締役社長のように記載すること。

４　業績内容
別添の「千葉県科学技術功労者表彰実施要領」第２ １ (1) ～(4)の対象事項のいずれに該当するか明らかにし、その内容をわかりやすく明確に記載すること。

特許、実用新案がある場合はその名称、出願公告番号及び登録番号を記載し、その中で重要なもの又は代表的なもの（２件以上でもよい。）については、公報の写しを添付すること。

なお、新聞、業界誌、その他の資料等で当該技術が紹介された場合は、その資料を添付すること。

５　実績

　別添の「千葉県科学技術功労者表彰実施要領」第２ １ (1)､(2) 又は(4)の対象事項に該当する場合は、当該科学技術の成果の活用によってどのような実績があげられているか具体的に記載すること。

　例えば、それが製品又は装置である場合には、次の項目について記載するとともに当該技術が科学技術の進歩、産業の発展、その他県民生活の向上等に及ぼした影響について記載すること。
ア　生産状況［生産数量、金額及び全国生産数量に対する市場占有率（市場占有率を算出した根拠についても付記すること。）］

イ　主な販売先又は使用先

ウ　輸出状況（輸出先、輸出数量及び輸出金額等）

エ　実施効果（生産性、価格、精度、性能等について従来の技術、製品と比較して記載すること。）
また、「千葉県科学技術功労者表彰実施要領」における２の対象事項の(3) に該当する場合は、科学技術の振興に及ぼした効果について具体的に記載すること。

６　人格・信用状況

（注）この調査書はＡ４用紙５枚程度にまとめること。
第３号様式

 eq \o\ad(候補者調査書抄録,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　

	　ふりがな
氏　　名


	
	生年月日


	

	現 住 所


	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ℡



	現　　職


	

	代表的な発明又は研究の名称

	

	出願公告番号及び特許登録番号

	

	候補者が勤務する会社の資本金

	 　　　　　　　　　　　　    　　　円


	従業員数


	 　　　　　　　   　人



	本件に関する連絡場所と担当者名

	 　　　　　　　　　　　　　　　　   ℡



	  発明又は研究の実績（過去３年間）



	製  品  名

	

	
	年


	年


	年


	市場占有率の算出方法


	輸   出   先



	生産数量

	
	
	
	
	

	生産金額

	
	
	
	
	

	市場占有率

	
	
	
	
	

	輸出額

	
	
	
	
	

	業績の内容及び成果（１，０００字程度）




様式３
履歴書
本　籍　
現住所　〒

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふり),氏)　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がな),名)
　　年　　月　　日生(満　　歳）

学歴

　　昭和　　年　　月　　日
○○県立○○高等学校卒業

　（昭和　　年　　月　　
○○大学○○学部卒業）

職歴

（功績に係る関係）
自　昭和　　年　　月　　日


株式会社○○開発部

至　昭和　　年　　月　　日

自　昭和　　年　　月　　日


株式会社○○工場長

至　昭和　　年　　月　　日

（その他の関係）

自　昭和　　年　　月　　日


○○市消防団団長
至　昭和　　年　　月　　日

自　昭和　　年　　月　　日


株式会社○○　顧問
至　昭和　　年　　月　　日

賞罰
　　昭和　　年　　月　　日
○○県知事表彰（○○功労）

　　平成　　年　　月　　日
○○大臣表彰（○○功労）

　　平成　　年　　月　　日
株式会社○○社長表彰（永年勤続○○年）

（記入上の注意）

１　学歴については、最終学歴を記載すること。

２　職歴については、

①まず功績に係る関係を記載し、次にその他の関係を記載すること。

②団体役員等の経歴については、任期ごとに記載すること。

③生業（収入の糧となるもの）については、必ず記載すること。
３　賞罰歴については、知事表彰以上のものをすべて記載すること。その際、受賞理由（○○功労）を付すること。

※　功績は、抽象的な表現ではなく、具体的な数字や事例をあげる等、詳細に記述すること。特に、事績の効果・結果について重点を置き記載すること。








